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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月7日(2012.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　定電流を出力する定電流生成回路と、
　前記定電流に比例する周波数で発振する第１のクロック信号を生成する第１のクロック
信号生成回路と、
　受光することで光電流を発生する光電変換素子と、
　前記光電流に比例する周波数で発振する第２のクロック信号を生成する第２のクロック
信号生成回路と、
　前記第２のクロック信号のパルス数を一定期間カウントし、当該パルス数のカウント値
をデータとするデジタル信号を出力し、前記第１のクロック信号をもとに、前記第２のク
ロック信号のパルス数のカウントを開始するタイミング、および当該カウントを終了する
タイミングを設定するデジタル信号生成回路と、を有し、
　前記第２のクロック信号生成回路は、前記第１のクロック信号生成回路と同じ構成の回
路であることを特徴とする測光装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第２のクロック信号生成回路は、前記光電流をｘ倍（ｘ≧１）以上に増幅する光電
流増幅回路を含み、
　前記第２のクロック信号生成回路は、前記光電流増幅回路から出力される増幅電流から
、前記第２のクロック信号を生成することを特徴とする測光装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記第１のクロック信号生成回路は、前記定電流をｙ倍（ｙ≧１）以上に増幅する定電
流増幅回路を含み、前記定電流増幅回路から出力される増幅電流から、前記第１のクロッ
ク信号を生成し、
　前記第２のクロック信号生成回路は、前記光電流をｘ倍（ｘ≧１）以上に増幅する光電
流増幅回路を含み、前記光電流増幅回路から出力される増幅電流から、前記第２のクロッ
ク信号を生成することを特徴とする測光装置。
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【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、
　前記光電流増幅回路は、カレントミラー回路であることを特徴とする測光装置。
【請求項５】
　請求項３において、
　前記光電流増幅回路および前記定電流増幅回路は、カレントミラー回路であることを特
徴とする測光装置。
【請求項６】
　定電流を出力する定電流生成回路と、
　前記定電流に比例する周波数で発振する第１のクロック信号を生成する第１のクロック
信号生成回路と、
　受光することで光電流を発生する光電変換素子と、
　前記光電流を増幅する第１の増幅回路と、前記第１の増幅回路と増幅率の異なる第２の
増幅回路とを含み、前記第１の増幅回路で増幅された第１増幅光電流、および第２の増幅
回路で増幅された第２増幅光電流を出力する光電流増幅回路と、
　前記第１の増幅光電流、および前記第２の増幅光電流が入力され、一方を出力するゲイ
ン切替回路と、前記ゲイン切替回路から出力される電流から、前記光電流に比例する周波
数で発振する第２のクロック信号を生成するクロック信号生成回路とを含む第２のクロッ
ク信号生成回路と、
　前記第２のクロック信号のパルス数を一定期間カウントし、当該パルス数のカウント値
をデータとするデジタル信号を出力し、前記第１のクロック信号をもとに、前記第２のク
ロック信号のパルス数のカウントを開始するタイミング、および当該カウントを終了する
タイミングを設定するデジタル信号生成回路と、を有し、
　前記第２のクロック信号生成回路は、前記第１のクロック信号生成回路と同じ構成の回
路であることを特徴とする測光装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記第１のクロック信号生成回路は、前記定電流をｙ倍（ｙ≧１）以上に増幅する第３
の増幅回路を含み、前記第３の増幅回路で増幅された定電流をもとに、前記第１のクロッ
ク信号を生成することを特徴とする測光装置。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記第３の増幅回路は、カレントミラー回路であることを特徴とする測光装置。
【請求項９】
　請求項６乃至８のいずれか１項において、
　前記第２のクロック信号生成回路の前記第１の増幅回路および前記第２の増幅回路は、
カレントミラー回路であることを特徴とする測光装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の測光装置と、前記測光装置から出力される前記
デジタル信号をもとに表示輝度が調節される表示パネルとを含む電子機器。


	header
	written-amendment

